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　　 2000年度より建設のはじまったVERAシステムは、2001年 3月に完成した石垣島局への観測システム
の導入も完了し、試験調整観測を行っている。立ち上げ観測は、各局で単一鏡アンテナとしての性能確認と指向
性精度などの器差補正パラメータを求める一方で並行して干渉計システムとしての機能確認のためのフリンジ検
出試験を進めている。2002年 3月の観測では、フリンジが検出されたのに続いて、1GHzサンプラーを使用した
デジタル系でもフリンジの検出に成功している。また 2002年 5月の観測では２ビームでのフリンジ検出にも成功
している。１Ｇｂｐｓ記録によるフリンジは現時点では成功していないが、相関処理システムの整備・試験が進
められている。これによりハードウエアシステムとしてのシステム整備・機能確認は完了したことになる。今後
は、干渉計システムとして性能確認を行っていく。具体的はフリンジ再現性の確認やクロージャ量の再現性、フ
リンジパラメータの連続性などを確認していく。　　　また予備的な観測として、水メーザー天体、ＳｉＯメー
ザー天体のサーチ・校正電波源のサーチおよび構造の有無の確認などを開始している。これらの結果についても
報告するとともに今後の予定についても報告する。


